
 

 

  
 

健 康 創 造 住 宅 ニュース  

 先日、何年かぶりにスキーに行って、転倒

した時手をつく事ができず顔を擦り剥いて 

しまいました。反射神経が鈍っていることを

実感したので、反省して今年は健康第一と、

月 に 8 回 以 上 の ジ ム に 通 う 事 を 目 標 に    

しました。皆さん、何歳になっても 

適度な運動は必要ですよね。 

体を動かす習慣をつけましょう！ 
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 今年も早１カ月が過ぎました！２月はイベント盛りだくさん！ 

◆雪の日のノーマルタイヤの怖さ・・・！ 

◆特に注意「ミラーバーン」や「ブラックアイスバーン」とは？ 

◆もし、運転中にスリップしてしまったら・・・？ 

◆なぜ氷は滑るのか、雪道で滑る原因は？ 

ＮＰＯ 耐震住宅普及協会 

感動の住まいづくり研究会 

知っていますか？雪道をノーマルタイヤで走ると法令違反になるんです！ 

普段降雪が少ない地域ではスタッドレスタイヤを履いたり、チェーンを 

つけたりするなど、滑り止めの措置を撮っていない車が多いそうです。 

あまり知られていないようですが、ノーマルタイヤで滑り止めを講じずに

積雪した道路を走るのは、法令違反とされています。 

日ごろ車を運転される方のなかで、ノーマルタイヤで外出中に大雪になり 

立ち往生、もしくはそのまま運転するという経験のある方は多いのでは 

ないでしょうか。皆様ご承知かと思いますが、準備なしでノーマルタイヤ

で雪道を走行するのは大変危険です。命の危険があるばかりではなく、 

交通渋滞で多大な迷惑になる可能性があるので、絶対にやめましょう！！ 

いずれも違反をすると 

反則金(大型7千円、普通・自動二輪6千円、原付5千円)が課されます。 

雪対策をしていない場合は、 なるべく車の運転は控えよう！！ 

滑る原因は氷そのものではなく、氷が融けてできる水が氷の上に水の膜を

作るからなのです。この水の膜が氷とタイヤの間に入って、摩擦係数を 

下げてタイヤをツルツル滑らせてしまうのです。しかしスタッドレス  

タイヤなら、滑りの原因になる水の膜を取り除き、路面にタイヤを密着 

させるため滑りにくいのです。 

「氷は滑る」というイメージがありますが、実は乾いている氷は滑りま 

せん。凍結路面に水の膜ができる原因は、外気温による熱だけではなく 

圧力を受けると氷の結晶が崩壊し、0度以下でも水になります。スケート

もその原理を応用したものです。接地する面積を小さくすることで、体重

による圧力を高めて、刃が触れている部分の氷を融かし、滑りやすくして 

います。自動車のタイヤも、接地している面積は１つのタイヤあたり  

ハガキ1枚程度です。その小さな面積で自重を支えているため、大きな 

圧力がかかっているのです。つまり外気温が氷点下であっても、この圧力

によってタイヤに接した氷は融けて、水の膜ができているのです。 

 

タイヤの溝、ゴムの構造などを 
工夫することにより 
タイヤの除水性能が 
高められていますが 

雨の日は滑りやすいので 
運転時は注意が必要です 

◆雪道を運転するとき・駐車をするときの注意点 

文・まどか 

みなさん、こんにちは！ まだまだ寒さが続き、インフルエンザなどの風邪が  
流行っていますが、体調は大丈夫でしょうか。東海地方でも数年に一度の強い寒波
の影響で名古屋などの平野部でも雪が積もりましたね。歩行者の方・自転車の  
転倒・車のスリップ事故が多発しておりましたので、外出の際は積雪や路面の凍結
などお怪我をされないようご注意くださいませ。今回は、積雪時の運転について 
書いてみました。ご参考になればと思います。また、2月24日・25日に完成見学会
を開催！！ 詳しくは裏面に記載しておりますので、ぜひご一読ください(^o^) 

 

 

基本的に雪道はどんな車、どんなタイヤでも滑るということを理解しなければなりません。スタッドレスタイヤ

は、その滑る度合いが一般の人が運転制御できるレベルまで引き上げてくれるという理解が重要となります。 

「スタッドレスタイヤに変えたから大丈夫！」という過信は事故に繋がってしまう可能性があります。しかし雪道

を運転するときの注意点を予め知っておくことで危険を回避できる確率はぐっと上がります。雪道の走行時は  

スピードを出さず、ゆっくり安全に走行しましょう！ 

万が一、スリップしてしまったときの対処法 

「焦ってハンドルを回したり、ペダル操作で立て直そうとしない」というの

が重要だそうです。急な状況に対応することは難しいと思いますが、焦って

ハンドルをきってしまうと大きな事故になりかねません。 

スリップしたことに驚いてアクセルを離してしまわないようにしましょう。 

後輪が左側に滑った場合、ハンドルを左にきる。後輪が右側に滑った場合、

右側にきります。スリップの収まる兆しが見えたらハンドルをスリップの具

合に合わせて少しづつ真っ直ぐに戻しましょう。ちなみに前輪が滑ると神のみぞ

知る状態になるそうです・・・。スリップ事故を起こさないために 

【一番大切なことは「雪道でスピードは出さない」ことです。】 

車が通った後の、雪が融けて水膜ができている路面よりも、カチカチに  

凍っている乾いた圧雪路の方が、ブレーキの効きは良くなりますが、常に 

凍結しているとは限りません。一番滑りやすいのは、少し融けて濡れている

路面です。例えば交差点などでよく見られる「ミラーバーン」とは信号待ち

の間に自動車の自重を受けたタイヤの圧力やエンジン・マフラーの熱で融け

た氷が再び凍るのを繰り返しながら、ブレーキを掛けた時のタイヤによって

磨かれてツルツルになった状態のことです。一番怖いと言われている  

「ブラックアイスバーン」とは路面の表面の水が薄く凍りついた状態のこと

で、ブレーキを踏んでもなかなか止まることができません。一見すると濡れ

ているだけのように見えることから、運転には注意が必要となります。夜間

の走行は特に危険とされています。 

【駐車するときの注意点】 

☑ワイパーを立てる 

☑サイドブレーキを引かない 

☑エンジンをかけたままで駐車しない 

【運転するときの注意点】 

☑「急発進・急加速・急ハンドル・急ブレーキ」を避ける 

☑とにかくゆっくり、スピードは出さない 

☑フットブレーキを多用しない、エンジンブレーキを使う 

☑車間をいつもより３倍ほど多くとる 

☑なるべく雪の少ない道を選ぶ 

☑カーブを曲がっている最中にアクセルやブレーキ操作は禁物 

駐車中に雪が積もった場合、マフラーの穴を塞いで

しまい、車内に排気ガスが侵入し一酸化炭素中毒に

なり死んでしまう可能性がありますので絶対に  

やめてください。 




